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平成27年12月橋本市議会定例会会議録（第２号）その８ 

平成27年12月７日（月） 

                                           

○議長（中本正人君）順番７、20番 辻本君。 

〔20番（辻本 勉君）登壇〕 

○20番（辻本 勉君）本日最後になりました。

もう１時間、１時間なんですけども、１時間

やりますと少しオーバーするような気がしま

すので、時間内、５時までに必ず終わるよう

にしたいと思います。 

 それでは、議長のお許しをいただきました

ので、一般質問を行います。 

 その前に、先ほどからいろいろ話を聞いて

おったんですけども、我々議員は一生懸命に

質問しておるんですけども、どうも答弁のほ

うは、その場しのぎというんかな、そういう

答弁になっているような気がするんです。先

ほどの19番議員の質問でもそうなんですが、

我々も何回もやってます。そのときにも検討

しますですよね。それから１年たったら、ま

た検討しますと。実際のところ、その場しの

ぎの答弁というのは、できるだけしないよう

にして、責任ある答弁をしていただきたいな

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

 今回は一点だけです。３中学の統合に伴う

諸課題についてということで、来年４月１日

から橋本中央中学校ができるわけであります

けども、これに関係しての諸問題について、

ただしていきたいと思います。 

 この統合というのは、急激な少子化という

中でのやむを得ない措置ではあるんですけど

も、本市の教育の観点からいきますと、これ

は一つの大きな改革ではあるんではないかな

と、このように思っています。後の統合の話

も出てきておるようなので、大きな改革では

ないんかなと思いますので、この際、きちっ

と詰めておきたいなと思います。 

 来年度から、橋本、西部、学文路の３中学

校が統合され、橋本中央中学校として開校さ

れます。統合によるメリットも多くあると思

われますが、反面、課題もあります。統合準

備会というのが早くからやられておりまして、

統合準備会においても十分議論されました。

そして、過日、保護者説明会も実施されたと

聞いております。 

 そんな中で、大変難しい問題があるわけで

すけども、これは統合については、それぞれ

の中学校の保護者、地域の方が理解をいただ

いて了解されたことだと思いますので、あと、

いろんな問題については詰めていきたいなと。 

 教育とか生活指導、そして登下校の安全対

策等、４月の開校までに必ず解決しておかな

ければならないことがたくさんあります。そ

んな中で、学校の統合時は荒れるとよく言わ

れております。昔、高野口中学校も統合され

ました。そのときも数年間、荒れたというこ

とで聞いております。このことは、開校後の

先生や保護者にとっても大きな問題でありま

す。 

 そして、開校までに万全を期する必要があ

るのは、特に生徒の登下校時の安全対策であ

ります。通学範囲はかなり広くなります。自

転車通学が増えるとともに、危険度もさらに

高まります。特に下校時は、クラブ活動等で

帰りが遅くなることが多くなります。今でし

たら、もう５時になれば暗いということなの

で、クラブは５時までやられておるので、冬

場は５時までやられておるんですけども、ち

ょっと暗いかなと思います。 

 そんな中で、全国的にも、下校時に子ども

たちにとって凶悪な事件といいますか、命を

奪われたりする凶悪な事件が昨今は多発して

いると思います。そんな中で、生徒の命を守



－76－ 

ることというのは、これは橋本市の行政にと

って最も優先的な事項ではないんかなと思い

ます。 

 次の三点について、具体的にお伺いをした

いと思います。 

 統合準備会や保護者説明会で出された問題

点と、その解消について。会議の内容とか、

統合準備会の内容、また、説明会の内容、そ

して、そこで出されたいろんな課題、特に、

４月までに解決しなくてはならないものにつ

いて、どうなっておるのかお聞きしたいなと

思います。 

 二つ目は、教育委員会がめざす橋本中央中

学校像についてということなんですが、これ

は、学力の向上の問題、生活指導の問題、い

じめ・不登校の問題、そして、小中一貫の問

題、大きくは公立中学校のあり方、橋本市の

公立中学校はどうあるべきかという、この辺

について、具体的に教育委員会のお考えをお

願いしたいと思います。 

 三つ目は、特に子どもの命等にかかわって

なんですが、通学路の安全対策と自転車通学

がされるということなので、このことについ

てお教え願いたい。登下校につきましては、

遠いところは通学バスが出るということなん

ですけども、通学バスの問題、新しい通学路

が選定されておるということなんですけども、

これの交通安全の問題、防犯の問題、そして、

自転車によるいろんな事故が全国的にも起こ

っております。大変な賠償をされたというこ

とも聞いております。賠償請求をされている

ということもありますので、保険の問題も含

めまして、自転車通学のルールづくりについ

て、どのようにお考えなのか。 

 以上、壇上よりの質問を終わりたいと思い

ます。 

○議長（中本正人君）20番 辻本君の質問、

中学校統合に伴う諸課題に対する答弁を求め

ます。 

 教育長。 

〔教育長（小林俊治君）登壇〕 

○教育長（小林俊治君）一点目の、統合準備

会や保護者説明会で出された問題点と、その

解消についてお答えします。 

 統合準備会については、平成25年９月に第

１回の会議をスタートさせて以降、各中学校

区別に会議を重ねてきました。回数としまし

ては、西部中学校区で８回、学文路中学校区

で７回、橋本中学校区で６回開催しました。

また、その後、３地区の合同会議も３回開催

してまいりました。 

 また、平成23年度から、保護者の方や地元

の方への説明会を26回実施してきました。 

 これらの会議においては、三つの中学校を

一つに統合するという大きな環境の変化を生

じさせることになることから、当然のことと

して、数々の不安点が出されました。 

 教育委員会としては、これらの声や意見を

受けて、可能な限りその不安等を解消できる

よう、予算措置も含めた対応をこれまで進め

てきました。 

 その中で、主なものとしては、一つは、通

学距離が長くなることについての通学方法の

見直しと、新たな通学路の設定に伴う安全対

策が挙げられます。これについては、自転車

通学や通学バスの運行を新たに始めると同時

に、通学路灯や監視カメラの設置、交差点の

整備など、ハード面での整備をすることとな

りました。 

 二つ目は、第二体育館や駐輪場の建設、校

舎内の洋式トイレの整備など、新中学校内の

環境面の整備です。 

 三つ目は、新たな制服、体操服の制定と、

これに伴う費用面の補助、また、新しい校名

の決定や校歌の作成です。 

 四つ目は、生徒間の交流など、新しい環境
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に移行することへの配慮、そして、クラブ活

動のスムーズな移行です。そのため、教員の

配置については、通常の教職員定数に加え、

なるべく多くの加配教員の配置について要望

していきます。 

 五つ目は、西部中学校と学文路中学校の跡

地を市としてどのように整備し、そして活用

していくのかについての検討です。 

 以上の点は、開校まであと数カ月となって

きましたが、ほぼ予定どおり進めています。

ただし、跡地利用につきましては、現在も継

続検討中の事項となっています。 

 次に、二点目の、教育委員会がめざす橋本

中央中学校像についてお答えします。 

 このことについては、これまでの統合準備

会や保護者対象学校説明会においても説明を

していますが、めざす橋本中央中学校の生徒

像として、明るく元気に何事にも挑戦できる

生徒、元気にあいさつできる生徒、自己肯定

感を持ちながら学習に取り組むことができる

生徒、他人の喜びを自分のことのように喜ぶ

ことができる生徒、精いっぱい体を鍛え、若

者らしく活動できる生徒、を挙げています。 

 また、橋本中央中学校教育目標を、徳・知・

体を総動員し、未来を切り開く生徒の育成と

し、徳としての人権意識の高揚、豊かな心の

醸成、知としての学力向上、体としての健や

かな体づくりを柱とし、生きる力の育成を図

ります。 

 橋本中央中学校開校にあたり、最も重要な

ことは、安定した学校づくりです。学校の安

定化なしには、落ち着いた教育活動は困難と

考えます。安定した学校づくりのための方策

を十分に練りながら、引き続き統合への準備

を進めてまいります。 

 具体的な方策として、生徒たちが仲良く、

安心して学校生活が送れるクラスづくり、仲

間づくりを行います。特に、生徒会活動、学

級会活動の充実を図り、いじめのない、お互

いが認め合える人間関係づくりを行います。 

 また、生徒一人一人を大切にした生徒指導

を重視し、生徒の悩みや不安に心を傾けると

ともに、落ち着いた学校生活のための規律や

学校規則等の徹底を図ります。 

 保護者についても、お互いが新しく出会う

こととなりますので、保護者による学級懇談

会等を開催し、お互いの関係づくりを行うと

ともに、学校教職員と保護者の連携を積極的

に図ります。 

 また、学力向上については、中学校は義務

教育９年間の最終ステージとなることから、

各生徒の進路保障を図るという観点に立ち、

基礎基本の定着を基盤にしながら、主体的に

考え、判断し、自分の考えを表現できる生徒

を育成したいと考えています。 

 小中一貫教育については、敷地内の橋本小

学校、敷地外の西部小学校、学文路小学校、

清水小学校の４小学校が、小学校間のバラン

スをとりつつ中学校と連携をとることになり

ます。 

 これまでの橋本市で取り組んできた小中一

貫教育の四つの要件、共通の教育目標の設定、

９年間を見通した教育課程や指導内容の連続

性、児童生徒の活動の連続性、教職員の連携

の四つを継続しながら、今後も取り組みを進

めます。 

 同一敷地内にある橋本小学校との連携につ

いては、同一敷地でなければできない防災訓

練や読み聞かせ交流等の事業については、引

き続き行っていく予定です。 

 次に、三点目の、通学路の安全対策と自転

車通学についてお答えします。 

 平成26年度に策定した橋本市立小・中学校

適正規模・適正配置基本方針に基づき、中学

校の通学条件については、距離で概ね５㎞程

度、または徒歩の時間で概ね60分程度を超え
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る場合、適切な交通手段を確保するという考

え方で協議を進めてきました。 

 具体的には、山田・吉原地区の生徒につい

ては、スクールバスによる通学を検討してき

ました。その結果、バスの運行ルートやスケ

ジュール案も作成し、山田・吉原地区の保護

者を対象とした説明会も開催し、その概要に

ついて、概ね了解していただきました。なお、

バスについては既に購入手続きを進めており、

３月までには運行管理会社を選定し、業務委

託にて対応していくこととしています。 

 また、自転車通学については、西部及び学

文路中学校区の統合準備会の中で、地元要望

として出された事項であり、最終的にはこれ

に配慮する形で、全体のバランスも考慮しな

がら、３中学校長の協議により決定した通学

手段となっています。 

 具体的には、距離や時間に関係なく、また、

地区に関係なく、希望者には自転車通学を認

めるというものです。ただし、体力の向上に

も配慮し、徒歩通学も可能な限り指導してい

きたいと考えています。 

 また、自転車通学を始めるにあたっての安

全対策としましては、一点目で答弁した通学

路のハード面での整備に加えて、ソフト面で

の対策として、自転車が通るルートと徒歩の

生徒が通るルートがなるべく重複しないよう

なルート設定を考えています。橋本小学校の

徒歩通学の児童の安全も十分確保できるよう、

自転車による通学路、徒歩による通学路を、

国道を挟んで分離する方法で指導してまいり

ます。国道と中学校正門までの間の市道につ

いては、４月から自転車が歩道を通行できる

よう、警察と協議を行っています。 

 また、自転車通学を希望する生徒について、

その許可を出すにあたっては、自転車の点検

整備やヘルメットの安全性の確認、自転車保

険への加入など、一定の条件をクリアしない

と許可を出さないようなルールを考えていま

す。新学期が始まった早い段階で、自転車通

学生を対象とした交通安全指導の教室も開催

する予定をしています。 

○議長（中本正人君）20番 辻本君、再質問

ありますか。 

 20番 辻本君。 

○20番（辻本 勉君）そしたら再質問したい

と思います。 

 統合準備会の部分につきましては、ある程

度あれなんですけれども、保護者のほうから

統合に伴う問題点というか、特に気になる点

というか、その辺は、何か大きな問題という

のは出てきてないんでしょうか。 

○議長（中本正人君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）議員先ほどおっしゃ

いました11月13日に、３校合同の、小学１年

生から中学２年生まで、小学校になりますと

４校になるんですけども、保護者説明会を実

施しました。 

 そのときに出てきました疑問点等について

は、先ほどお話しさせていただいたとおりで

ございます。ただ、そこに付け加えるとする

なば、例えば、集金の引き落としについて、

それから、夏物の体操服の補助は一点だけか。

また、トメモリ眼科から西門から入ってくる

子どもに対しての街灯はどうなるのか。それ

から、体育館の着工について。これは、４月

段階までに間に合うのか等の質問もございま

した。また、車の送迎について、あまりにも

送迎が多い場合、配慮してほしいというお話

もありました。 

 あと、先ほど答弁させていただいたとおり

です。 

○議長（中本正人君）20番 辻本君。 

○20番（辻本 勉君）その中で、体育館の話

が出ましたけど、あそこ、橋本小・中学校統

合しましたね。統合というか同一敷地内にで
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きたときに、たしか体育館が１個しかないと

いうことで、中学校の体育館に行くしかない

ということで、小学校のほうに何か建てた、

つくったんでしょう。仮というか、ちょっと

したときに小体育館みたいな感じのホールつ

くったんやけど、全く機能してないと違うん

かいな。これなんて、全くのミステークでし

ょう。聞くところによると、振動があれでス

ポーツ、運動はできへんわね。当初はできる

と言うてたやんか。まあ言うたら無駄なもん、

体育館ばかり建てていっておるから、はっき

り言ったら財政厳しいときに、ほんならあの

小学校に建てた、あの３階のあれは何やねん

と。そうでしょう。 

 その辺、教育委員会に言うてもわからへん

わな。教育長に言うてもわかりませんわな。

その辺も、せっかくできておるんやから、体

育館として使われへんというんであってでも、

もっと使えるように、機能できるように、ち

ょっと考えていかんと、全くの無駄金になっ

てしもうとるんでね。あれ、つくったところ

はどこやな、建設部長でええんかな。教育総

務課か。次長のほうやな。次長、あれ、ちょ

っと説明してよ。 

○議長（中本正人君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）私のほうから説明さ

せていただきます。 

 当時、私、橋本中学校で勤務しておりまし

たので、過程については一番わかっておりま

す。 

 屋上の体育館については、さまざまなとこ

ろを見てまいりました。既設の屋上といいま

すか、何階かにある体育館の設置については

見てきました。使用については、やはり限界

はございます。しかしながら、使用方法によ

っては、例えば、マット運動であるとか、跳

び箱であるとかいう段階では、これは可能だ

と思っています。 

 私は、あの屋上では集会、またミニ集会や

学年のいわゆる集会等に活用できると思って

いました。それと同時に、当時、橋本中学校

の体育館は随分広うございます。間で仕切っ

た場合に、100人規模の中学生とあの小学生で

したら、十分体育は可能であると私は判断し

ていました。そのときに、小学校低学年で運

動量の少ない子どもとぶつかる場合は、あの

屋内体育館を使うというふうな気持ちでおり

ました。 

 今後ですけども、今後については、やはり

あの体育館については、小学校の上の体育館

につきましては、さまざまな形で利用できる

ように、学校とも、より一層協議を進めてま

いりたいと思っています。 

○議長（中本正人君）20番 辻本君。 

○20番（辻本 勉君）そんなことを言うてる

わけでもないので、活用してもらったらいい

んで、今現在あまり活用してないような気す

るんで、教育長が言われるような活用をして

ないと思うんですよ。もっと使ってもらわん

と、その音がするとか、なんやかんやいろん

な問題が出てきて最近使ってない。あまりね。

だから、その辺ちょっと注意してください。 

 それと、もう一点なんですが、これは地元

の橋本の区長会とか、橋本中学校区の健全育

成会のほうから強い要望が出ておると思うん

ですが、校門、新しい橋本中央中学校にかわ

る。これ、吸収と違うでしょう。３校統合と

いうか、新しい橋本中央中学校ができると。

３校寄ってね。その関係でいくと、やはり学

校がかわったと、新しい橋本中央中学校がで

きたという感じを、印象を、子どもたちも持

ちたい、持ってほしいということでいうたら、

校門ぐらいはせめて、かわったという雰囲気

を出してやってよと。そうでしょう。 

 そういう要望が出ておるはずですわ。もう

早くからこれ、私も知ってるので。もう半年
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以上前から出ているはずです。それはやって、

お金をかけれとは言うてないと。お金をかけ

ないようにして、どないか自分らで工夫して

でもええさかいに、やってほしいと。子ども

たちが気分一新できるようにということで言

うてるんやさけ、どうもその辺が進んでない

みたいんやけど、どこでとまっておるんか、

どこに原因があるんか、私は金はかけやんで

もできるん違うかと思うんですけど。 

○議長（中本正人君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）確かにおっしゃると

おりです。学校の看板である校門は、橋本中

央中学校とかえるべきやと思っています。 

 今、入り口、芝生のところに入る狭いとこ

ろがございます。あそこの入る北側に出っ張

った角があると思います。これを撤去して、

それと同時に、そこの看板、それから何箇所

ある看板をかえていきたいと。ただ、先ほど

も、財政的にも限りがございます。そんなに

いいものはできないかもわかりませんが、子

どもたちが橋本中央中学校、新しく通えると

いうふうな気持ちの持てるような看板の設置

をしていきたいと思っています。 

○議長（中本正人君）20番 辻本君。 

○20番（辻本 勉君）橋本中央中学校の看板

書きかえるのは当たり前なんや、こんなん。

学校名変わったら、看板かえたらなあかんわ

けや。それを言うておるん違うんやで。校門

へ、新しい子どもらが入ってきたときに、こ

こは新しい橋本中央中学校やという、そうい

う感覚を持てるような雰囲気にしたってよと

いう話なんや。 

 これ、橋本中学校区から早くから出ておる。

悪いけど橋本の区長会も言っているはずや。

そこからも要望書出すって言うてる。まあ待

ってよという話してるけど、結局、そういう

大きなうねりになってるんよな。それは、橋

本中学校区の関係だけと違うて、やはり、新

しくよそからも来てくれるんやから、ちゃん

とした門、子どもらが学校かわって、新しい

学校できたんや、皆一緒になろうよという感

覚の、感じの校門にしたってよというのが皆

の願いなんです。 

 お金ないとか、そんなん何ぼかかるんよ。

言うたら悪いけど。この先生らで削ってでも、

ペンキ塗るとか、どないかしたらええん違う

ん。その地域の人にどないかしてよとか、相

談、よっぽど金ないんやったらやで。橋本市

そんなとこまで金ないんかいとなってくるわ

な、ほんまに。ばらまいておるところにはば

らまいておるのに、そんな金もないんかいと

いう話出てきたらね。こんなん大事なもんよ。

やっぱりかわったといって、子どもらが気分

良う新しい中学校へ来て、皆仲良うして、気

持ちもようなって、勉強もスポーツもやろう

かというような雰囲気を出したってほしい。

これ、財政も聞いておるから、教育長、どな

いか。 

○議長（中本正人君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）議員おただしのとお

りです。ただ、今、橋本中学校に通っている

生徒は、橋本中央中学校ではなくて橋本中学

校に通っておりますので、やはり閉校という

形になったときに、看板をかえるべきだと思

っています。そのときに、それが済み次第、

何ていうんですか、看板の設置は必ず行いま

す。ただ、今のデザインから引用するんでは

なくて、いろんなデザインも考えた上で設置

していきたいと思っています。 

○議長（中本正人君）20番 辻本君。 

○20番（辻本 勉君）教育長、看板ばかりこ

だわっておるけど、私もこっちにこだわって

おるんよ。校門にこだわっておる。私こだわ

ってるのと違うんやで。地域の人がこだわっ

ておるわけや。保護者とか、健全育成会、区

長、自治会、区長会、こだわっておるんでね、
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ちょっと検討したってくださいよ。ちょうど、

今終わって春休みの間ありますやん。そうい

うときもあるんやから。どうですか。やった

ってくれるん。ほんまに。そうやないと、ま

たどこかから要望出したりせんなんでしょう。

そんな手間省かんと、何回も、もう夏前から

言うておるやつやからね。 

○議長（中本正人君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）議員のご質問にお答

えします。 

 ３月終わって、新しい子どもが入るまでに

一新させます。 

○議長（中本正人君）20番 辻本君。 

○20番（辻本 勉君）ありがとうございます。 

 財政もよう聞いておいてよ。お金出すのは

財政やからね、教育長。はい。ありがとうご

ざいます。 

 そしたら、１のところは、いろいろと問題

はありますけども、やっていただいておるん

で、とりあえず４月にきちっと開校して、い

い学校になるように問題点は解消していただ

きたいと思います。 

 二つ目の、教育委員会の、中学校像という

ことなんですけども、実際のところ、今の橋

本中学校の１年生、小学校６年のときは五十

数人おりましたね。51か50ぐらい。今現在35

人、三十何人かな。三十ちょいやと思います。

ということは、それだけ私学に逃げておるわ

け。逃げておると言ったら怒られるか。逃げ

とるという言い方はちょっと語弊ありますけ

ども、私学のほうへ行かれてます。そうでし

ょう。 

 ほんなら、まあ言うたら少なくなってます

わな。どっちかというと、学力の問題とか考

えていったら、ある程度高い子が逃げておる、

私学へ行ってるという解釈をせなしゃあない

んですね。単純にね。私学も今大変やから、

子どもおれへんから、引っ張らなあかんから

努力はしておると思うけども、とりあえずそ

れなりの優秀な子どもが行ってるんかなとい

う気はするんですけれども、今後、橋本中学

校になったときに、それなりの教育をやって

いかないと、まあ言えば、まず最初、来年４

月、一番問題は。 

 これ、予測、生徒数の見込み数ちょっとあ

るんやけど、１年生143、２年生92、３年生107

と保護者には説明しておる。これでほんまに、

これは今の実際の６年生、小６をもとにして、

その１年生の143人というのは計算しておる

んか、私学へだいたい何人かは行かれるんで、

その率を引いて出しておるんか。どうですか。

この辺、このとおりにいけると思われますか。 

 先日、合同の１年生の授業参観みたいなん

ありました。そしたら、よそからも来られた。

西部とか学文路も来られましたけども、少し

さめた態度で帰られたということは、来年も

新しい中央中学校へ来んと、私学へ行こうか

という人もかなり出てくる可能性はある。こ

はちょっと見込み、どういうふうな形で計算

しておるんか、６年生そのままの数きておる

んか、15％ぐらい減らしてやっておるんか、

ちょっと教えてもらえますか。根拠を。 

○議長（中本正人君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）来年度入学見込み143

名は、そのままの数字を足してあります。見

込み数です。 

○議長（中本正人君）20番 辻本君。 

○20番（辻本 勉君）そしたら、かなり減る

と見込まなしゃあないですね。２割以上は減

るやろうという予測をせなあかんでしょう。 

 それはそれとして、そしたら、現在のそれ

ぞれの中学校の問題、いじめとか不登校とか

そういうのが、現在、３中学校の中において、

全くないんか。その三つの中学校、ちゃんと

やってますよというんかどうか。その辺、状

況というのはどうなんでしょうね。具体的に、
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あまり詳しく言うていただかんでも結構です

けども、来年に向けて大丈夫なんかどうか。 

○議長（中本正人君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）３中学校、それぞれ

中学校によって差異はございます。ただ、全

般的に子どもたちの状況で言えるのは、特に、

一つは、今まで子どもの時代から、家族から

無条件に愛されていない体験の子ども、いわ

ゆる被受容体験のない子どもが増えてきてい

るということが一つ、それと、ご飯でも何で

も我慢ができていない、我慢体験のない子ど

もが増えてきているということ、そして、も

う一つは、地域の子どもたちがまさに群れて

遊ぶという、群れ合い体験が本当に少なくな

ってきている、この三つの要素と思うんです

が、もう少し言いますと、少子高齢化、核家

族化、それから貧困の問題、そして情報機器

等の発達によって、メールやいろんな情報機

器に関する問題等が子どもたちの発達する正

常性を失わせつつあるのは、３校に限らずど

の中学校にもあると思っています。 

 今現状で言うと、やはり不登校の子どもも、

それからいじめに遭っている子どももいると

考えます。しかしながら、それについて学校

を挙げてどのように対応していくか、そして、

保護者と子どもがそれにどう向き合ってくれ

るか、そして、それをどう克服していくか、

これが問われるんではないかなと思っていま

す。 

 既に、今の橋本中学校でも、西部中学校、

学文路中学校でも取り組んでいただいている

ことがございます。この取り組みにつきまし

ては、橋本中央中学校になっても強化をして

いただこうと思っています。これは、横浜プ

ログラムという取り組みです。これは、先ほ

ど申しました子どもの状況がある中で、子ど

もたちが健やかに育つようにということで、

横浜市立大学の教授が開発したプログラムで

ございます。もう既に、橋本中学校でも取り

組みを進めていただいています。 

 どういう形で取り組むかといいますと、ま

ず、個人づくり。個人での作業、思考をしま

す。個人づくり。そして、続いてグループづ

くり。グループ内での共有化、意志の共有化、

グループ討議を十分していく。そして、集団

づくり。これは集団での意思統一、いわゆる

個人、グループ、集団へとその人間性といい

ますか、仲間意識というか、人権感覚といい

ますか、そういうところを高めていくプログ

ラムがございます。 

 これについては、橋本市は来年度から特に、

今年度もう既にやっていただいているところ

ありますけども、仲間づくり、集団づくりに

向けて、しっかりと取り組んでいきたいと、

このように考えています。 

○議長（中本正人君）20番 辻本君。 

○20番（辻本 勉君）ありがとうございます。 

 壇上でも言ったんですけども、やはり統合

したら、当然、いろんな子どもさん寄ってく

るんで、荒れて僕は当たり前やと思うんです。

荒れるというか、何かこう、いろいろあると

思うんです。それで当然なので、これは教員

の方も大変だと思うんですけども、教職員、

教育委員会、保護者も含めて、子どもたちの

いろんな状況をきちっと見守ってあげて、ち

ゃんとした適正な指導をしていただいて、橋

本中央中学校が橋本市の公立中学校のモデル

になるようなことをやっていただきたいなと

思いますので、よろしくお願いしときます。 

 教員についても、当初は十分な数といいま

すか、加配についてもあれなんで、これはも

う市長も頑張っていただいて、教育長も頑張

っていただいて、加配をある程度つけれるよ

うな形で、教職員については万全な体制をと

っていただきたいなと思いますので、よろし

くお願いしときます。 
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 続いて３番、通学路の安全対策なんですけ

ども、これは新しい通学路が設定をされてい

ます。私も全部回って行きました。現在どん

な状況かということは見てきたんですが、か

なり危険性といいますか、特に夜が、夕暮れ

時から危険性がやっぱり高まるんかなと思い

ます。 

 これ、防犯灯とか防犯カメラとか、道路の

整備も含めて、どれだけ万全な体制をとって

いただいておるんかどうか。やっぱりこれを

機会にきちっとしておかんと、登校とか下校

時にいろんな問題、命にかかわる問題が発生

したら、これは大変なことになりますので、

これは見守り等については地元のいろんな方、

見守り隊もおられますので、いろんな方にも

お願いして総力でやりますけども、行政とし

てできる範囲のところはきちっとやっておか

んと、お金がないからここはできませんよと、

まあ言えば防犯灯をけちって、お金ないから

防犯灯けちって、ここはだめですよと言うて

おったら、防犯カメラもそうやけど、そのこ

とによって事件が発生したら、行政にとって

大きな問題なので、どうですか、保護者とか

統合準備会で出てきた考えと教育委員会の考

えとは、市長部局のほうにも話、予算の問題

なんで上げてくれておると思うんやけども、

十分に対応していただいておるんか。その辺、

どうですか、財政課長。教育委員会から上が

ってきた、その辺の統合に関するいろんな問

題の予算措置について、十分なご配慮をいた

だいておるんかどうか。 

○議長（中本正人君）財政課長。 

○財政課長（小原秀紀君）当初予算等で教育

委員会から要求あった件につきましては、十

分対応していると私は認識しております。 

○議長（中本正人君）20番 辻本君。 

○20番（辻本 勉君）財政は十分や言うてお

るけど、教育委員会はどうですか。十分です

か。 

○議長（中本正人君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）ずいぶん答えにくい

質問をいただきました。 

 十分という部分でいいますと、十分という

範囲が非常に難しいと私は思っています。き

りがないものでございますので、適正な配置

というふうな形でとらえさせていただいて、

今のところ、防犯カメラにつきましては、学

文路のほうは、既にもう設置していただいて

いるカメラが２台、区のほうのお金でランニ

ングコスト、やっていただいていると聞いて

います。学文路小学校前に１台と、それから、

九度山から渡る橋のところに１台、計２台が

設置されています。 

 それと、野のやっちょんから北側を通って、

県営住宅のところへ行くところに１台。そこ

から左折して国道へ上がるんですけども、そ

こに１台。それから、相賀神社のところから

曲がって市脇の、これは中華料理屋へ出ると

ころ、その手前に１台。それから学文路から

橋本中学校へ行く、あの橋の、こちらの橋の

ところに１台。だから、合計あわせて５台カ

メラは設置したいと。防犯カメラについては

思っています。 

 それから、電柱等の防犯灯なんですが、新

しく設置するので合計28台。一応、やっちょ

んから北側のところを通って県営住宅から国

道に出るのに８箇所、それから、旧大和街道、

これはもともと防犯灯はございますが、ＬＥ

Ｄに取り換えたのが５台、そして、新しく自

立式で設置するのが１台、これが旧大和街道

のところです。それから、柏原からいわゆる

相賀の神社を通って行く箇所、ここには14箇

所に防犯灯をつけたいと思っています。 

 合計で新しく設置する、ＬＥＤで設置する

のも含めて28箇所を設置したいと考えてます。 

○議長（中本正人君）20番 辻本君。 
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○20番（辻本 勉君）防犯カメラ、学文路の

ところ言うてはりますけども、これは全然違

うお金でつくったやつやからね。今回のこと

とは関係ないんですよ。たまたまついておっ

たということで、今回のあれではつけたうち

には入らんので、３台つけたということでし

ょう。実際ね。今回のことに対しては。 

 それと、防犯カメラのことやけども、やっ

ちょんの裏、ずっと長い田んぼの中、防犯灯

は、あの通りで何本、吉原のは、あれ今、十

何本と言うて、あの通りだけで何本になるん

かな。ほんで防犯カメラ、あの通り何もなし。

１個あるんかな。あの裏道、なしやろう。や

っちょんの裏、岸上の下、下というか開発し

たところ。やっちょんのところから、野の団

地のほう、住宅のほうにずっとまっすぐ来る、

田んぼの中。あれが通学路でしょう。あそこ

はもうそんなん田んぼばっかしやで。それ、

夜あんなん、ほんまになかったら、普通大人

でも女の人やったら怖いやろうな。 

 ああいうところ、あそこ、まあ言うたら何

人通るんか、それも含めて、何であそこを通

学路にしたのかということと、何人通って、

どれだけの体制をとってやるんなということ

を、やっぱりちゃんとしてほしいんですよ。

どないか。普通の防犯灯でも、高いような街

灯にせんでも、低いやつでもできるんよ。何

か明るくね。それはもうちょっと考えたって

ほしいんですよ。 

 あそこ、一番僕は危険やと思うんやで。ほ

かはどんどん車通っておるから、割と見える、

出会う機会も多いし、車から見えるし、あれ

やけど、あそこはちょっと危険度が高い。そ

の辺を、どないか対策をぜひともしたってほ

しいなと思います。開校までにしたらんと、

開校したわ、ないわというたら、また事故あ

ってもあかんので、その辺、教育長よろしく

お願いしときます。 

 新しい通学路、いろいろ議論して決めても

うたんやけど、これ、悪いんやけど、西部中

学校区とか学文路中学校区とかは、通学路の

点検、毎年秋にやってくれておるんよ。西部

中学校区の健全育成代表者会議とか、学文路

とか、やってくれておるんよ。紀見北とか紀

見東とか、もう全部やってくれておるんやけ

ど、特に、この３中学の統合から言うたら、

２箇所やってくれておるんですよ、確実にね。

橋本中学校区もやってくれておるけども。 

 これ、この新しい通学路を決定して、いろ

んな安全とかそんなんを検討するときに、何

でそこの代表とか、そんなん入ってないんや

ろう。言うたら悪いけど、そこのメンバーは

ね。こういうのはきちっと連携してもらわん

とだめやと思う。毎年秋に点検しておるんや

から。通学路の安全について点検しておる。

危険な箇所がないか、どこか悪いところはな

いかということで点検しておるんや。そうい

う人らを、こういう新しい通学路を設定する

ときに、何で入れへんのかなと。それが不思

議なんよ。 

 今後、ほかのこともあるんでね。それはも

う終わってしもうたやつなので言いませんけ

ども、今後、十分地域の人でそういうことを

やってもうておるんやから、開校したら、そ

の人らがまた見守りやってくれるんやからね。

やっぱり一緒になって通学路の設定をしてい

くということも大事だと思いますので、よろ

しくお願いしときます。 

 自転車通学は全部対象になるんやけど、こ

れ、ひょっとしたら、ほかの中学校の関係か

ら出てけえへんかなと思うんやけどね。中学

校。多分出てきてしかるべきやと思うんよ。

近くの人も行けるわけやんか。ほんなら、よ

その中学校、全部自転車通学したいって言っ

たら、どないするんやろうなと、これ、悩む

んやけどね。私が担当やったら、こういうの
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ようせんかなと思うんやけど。 

 将来、それはええことというたら、統合す

るからもう全てにしたろうという、ええ考え

かもわからんで。そやけども、よそはどない

なるんやという話なんよ。結局。先ほどの質

問でもあったけど、バスでよそは行ってるけ

ど、ちょっと100ｍ違うだけでバス乗られへん

のかいと。そうでしょう。ほんで、まあ言う

たら、ただでバスに乗れておるところもある

わけやん。そんなん、ある程度公平にしてい

かんと、これ、また絶対出てくると思うんよ。

高野口中学校は全部自転車と違うでしょう。

どないかな。今全部。隅田は違うわな。隅田

とか、違うやろう。今度、学文路は全部そう

なるからそうやけど、河南はなるわな。隅田

中学は違うやろう。北のほうは違うと思うで、

多分。 

 その辺も含めてきちっと考えておかんと、

それはええようにしたらええけど、きちっと、

それとルールづくり。これもきちっとしてお

かんと、保険もそうやけど、こんなん常識的

な範囲やで。保険に入ることとか、ヘルメッ

トかぶったりとか、交通ルールを守るという

のは、これは常識的な範囲。こんなん当然の

ことなんよ。もうちょっと自転車通学のルー

ルをきちっとしておかんと、後々大変な問題

になるので、よそから。多分もうすぐにこう

いう話が出たら、多分よその中学校も、何で

うちはあかんのな、という話は出てくるはず

や。そういうことも含めて、十分してくださ

い。 

 通学バスというのは一日何便とか、もう決

まってますか。朝は当然時間決まっておるか

ら１便かな。夕方は何便になるか、まだ決ま

ってない、これから。 

○議長（中本正人君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）朝１便、そして帰り

２便で運行するということで決定しています。 

（「時間」と呼ぶ者あり） 

○議長（中本正人君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）朝は始業に合わせて

ということで時間を設定しますが、帰りにつ

きましては、橋本中央中学校の部活動が終わ

った時間に合わすのと、それと、ホームルー

ムが終わった時間に合わすのと２本でいきた

いと、こう思っています。 

○議長（中本正人君）20番 辻本君。 

○20番（辻本 勉君）いろいろまだ言いたい

ことあるんですけども、とりあえずはいろん

な問題クリアしていただいて、来年の春から、

４月から、新しい橋本中央中学校ができて、

子どもたちが楽しく過ごせるようないい学校

といいますか、になるように、それまでもや

らなあかんことたくさんありますけども、そ

れもやって、４月実際に開校してからも、こ

れのほうが大変やと思うんです。子ども全部

寄ってきたらね。大変な状況、学校は特に先

生方大変やと思います。それも含めて、教育

委員会、全力でバックアップしていただいて、

いい学校になるようにお願いしておきたいと

思います。 

 終わります。 

○議長（中本正人君）20番 辻本君の一般質

問は終わりました。 

                     

○議長（中本正人君）お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ延会し、明

12月８日午前９時30分から会議を開くことに

いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中本正人君）ご異議なしと認めます。 

 よって、そのように決しました。 

 本日は、これにて延会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

（午後４時51分 延会） 



－86－ 

      

 


